
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：：    

【【研研究究テテーーママ】】  

定定住住的的なな人人口口のの密密度度・・規規模模がが小小ささいい地地域域ななどど，，都都市市的的なな生生活活利利便便性性がが必必ずずししもも良良いいととはは言言ええなないい地地域域ににおおいいてて，，どど

ののよよううにに生生活活空空間間をを計計画画ししてていいくくかか探探求求すするるここととがが，，当当研研究究室室のの研研究究活活動動をを通通貫貫すするる課課題題ででああるる。。現現在在はは縮縮退退すするる社社

会会情情勢勢ののななかか，，住住居居をを中中心心ととししたた生生活活活活動動やや地地域域ココミミュュニニテティィ等等，，ここれれままででのの地地域域構構造造のの仕仕組組みみにに歪歪がが生生じじてておおりり，，そそ

れれををどどうう立立てて直直ししてていいくくかかがが課課題題ととななっってていいるる。。生生活活行行動動のの実実態態解解明明とと施施設設配配置置のの計計画画、、住住民民主主体体にによよるるままちちづづくくりりとといい

っったた地地域域ススケケーールルででのの生生活活空空間間計計画画のの側側面面かからら，，地地域域再再生生へへのの問問題題解解決決にに取取りり組組んんででいいくくここととをを目目指指ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

地域特性に基づいた生活空間の計画 

 

氏氏名名：：      菊菊池池  義義浩浩／／KKIIKKUUCCHHII  YYoosshhiihhiirroo  EE--mmaaiill：：  kkiikkuucchhiiyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，農農村村計計画画学学会会，，日日本本都都市市計計画画学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築学学  

キキーーワワーードド：：  農農村村計計画画，，都都市市計計画画，，復復興興計計画画  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・住住民民参参加加にによよるるままちちづづくくりりのの実実践践支支援援  

・・地地域域計計画画にに関関わわるる各各種種調調査査とと計計画画作作成成  

 

【【研研究究内内容容】】  

■■  住住民民主主体体にによよるる震震災災復復興興活活動動ととそそのの展展開開  

東東日日本本大大震震災災かからら 1100 年年以以上上がが経経過過しし，，住住宅宅おおよよびび施施設設建建

設設ななどどのの復復興興事事業業はは概概ねね完完了了ししたた。。ししかかしし，，地地域域ののココミミュュニニテテ

ィィやや産産業業をを含含めめたた「「ままちち」」ととししててのの復復興興はは継継続続ししてておおりり，，そそのの先先

ののままちちづづくくりり今今後後もも継継続続ししてていいくく。。自自分分たたちちのの地地域域のの再再生生にに向向

けけてて自自発発的的にに取取りり組組んんででいいるる住住民民組組織織のの活活動動にに着着目目しし，，災災害害

復復興興のの理理論論・・方方法法をを探探るるととととももにに，，集集落落ののレレジジリリエエンンススにに着着目目

ししたた減減災災のの計計画画手手法法ににつついいてて研研究究ししてていいるる。。  

図図 11 はは「「第第 33 回回山山元元町町浜浜通通りり復復興興ままちちづづくくりりワワーーククシショョッッププ」」

でで，，参参加加ししたた住住民民かからら挙挙げげらられれたた意意見見をを地地図図上上にに示示ししたたもものの。。  

  

■ 地地域域資資源源にに基基づづくくままちちづづくくりり  

日日本本はは多多様様なな自自然然にに恵恵ままれれてていいるる。。人人々々ははそそのの環環境境にに働働きき

かかけけななががらら土土地地々々々々のの生生活活文文化化をを育育みみ，，集集住住すするる生生活活空空間間をを

形形成成ししててききたた。。歴歴史史的的なな市市街街地地やや農農村村集集落落のの景景観観ににはは，，地地域域

のの自自然然資資源源おおよよびび社社会会資資源源がが反反映映さされれてていいるるとと捉捉ええるるここととがが

ででるる。。ここののよよううなな地地域域資資源源をを読読みみ解解きき，，ままたた，，今今後後ののままちちづづくくりり

にに活活かかすす方方法法ににつついいてて探探求求ししてていいるる。。  

城城崎崎温温泉泉街街（（図図 22））はは町町のの中中心心をを大大谿谿川川がが流流れれてておおりり，，木木造造

33 階階建建ててのの旅旅館館がが立立ちち並並ぶぶ景景観観がが特特徴徴。。77 つつのの共共同同浴浴場場（（外外

湯湯））はは，，人人々々ががままちちをを回回遊遊すするる空空間間的的なな装装置置ととななっってていいるる。。  

図図１１．．ココミミュュニニテティィ再再生生にに向向けけたた活活動動とと提提案案  

図図２２．．城城崎崎温温泉泉ののままちちななみみ  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

画像計測と検査 

 

氏氏名名：：      渡渡邊邊  隆隆／／WWAATTAANNAABBEE  TTaakkaasshhii  EE--mmaaiill：：  nnaabbee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
電電気気学学会会，，精精密密工工学学会会，，精精密密工工学学会会画画像像応応用用技技術術専専門門委委員員会会，，  

画画像像セセンンシシンンググ技技術術研研究究会会  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  ママシシンンビビジジョョンン，，スステテレレオオ計計測測，，画画像像処処理理  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・カカメメララをを用用いいたた計計測測おおよよびび検検査査  

・・画画像像処処理理アアルルゴゴリリズズムム  

 研研究究内内容容：：  単単眼眼スステテレレオオ計計測測法法にによよるる画画像像計計測測とと検検査査  

11 台台ののカカメメララかからら対対象象物物間間のの距距離離をを計計測測すするる手手法法ととししてて，，モモーーシショョンンスステテレレオオ法法がが知知らられれてていいるる。。ここのの手手法法はは，，移移動動体体

にに搭搭載載ししたた 11 台台ののカカメメララがが撮撮像像ししたた移移動動中中のの複複数数枚枚のの画画像像かからら視視点点のの異異ななるる任任意意のの 22 枚枚のの画画像像をを選選択択しし，，特特徴徴点点探探索索

後後，，各各画画像像のの特特徴徴点点かからら得得らられれるる幾幾何何学学情情報報にによよりり，，三三角角測測量量のの原原理理ににてて対対象象ままででのの距距離離をを計計測測すするるももののでであありり，，屋屋

外外のの環環境境復復元元，，ロロボボッットトのの眼眼等等のの研研究究にに用用いいらられれてていいるる。。ししかかしし，，移移動動体体のの位位置置情情報報をを外外部部ののシシスステテムムににてて検検出出すするる必必

要要ががあありりシシスステテムムがが複複雑雑化化ししててししままううここととかからら，，カカメメララにに代代わわっってて計計測測対対象象をを水水平平移移動動ささせせるるシシスステテムムににてて距距離離計計測測をを行行

ううここととをを考考ええたた。。基基線線長長はは，，計計測測対対象象とと分分離離ししたた位位置置にに付付加加ししたたママーーククのの位位置置情情報報をを画画像像処処理理ににてて計計測測ししたた結結果果をを適適用用

すするる。。ここのの手手法法にによよりり，，計計測測対対象象のの位位置置情情報報取取得得ののたためめのの外外部部シシスステテムムはは不不要要ににななりり，，カカメメララとと移移動動機機構構でで構構成成さされれるる

シシンンププルルななシシスステテムムがが構構築築可可能能ととななるる。。レレンンズズ選選定定のの条条件件ととししてて，，計計測測対対象象のの移移動動前前後後のの視視野野をを確確保保すするるここととがが必必要要でで

ああるるがが，，カカメメララのの高高精精細細化化がが進進んんででいいるるここととかからら，，低低倍倍率率レレンンズズににてて視視野野をを拡拡大大ししたた場場合合ににおおいいててもも，，十十分分なな高高精精度度化化

がが見見込込めめるるとと考考ええたた。。一一般般的的ななスステテレレオオ計計測測法法をを基基にに，，計計測測対対象象をを固固定定カカメメララにに対対しし水水平平にに移移動動ささせせたたととききのの移移動動前前後後

のの 22 枚枚のの画画像像をを利利用用ししたた，，図図 11 にに示示すす単単眼眼スステテレレオオ計計測測法法をを提提案案すするる。。  

図図 22 にに示示すすよよううなな表表面面実実装装型型電電子子部部品品ののリリーードド変変形形量量をを検検出出すするるたためめにに，，単単眼眼スステテレレオオ計計測測法法ににててリリーードドかからら複複数数

のの計計測測点点をを抽抽出出しし hh①①～～hh④④のの距距離離をを算算出出ししたた結結果果，，繰繰りり返返しし計計測測精精度度 3300μμmm 程程度度のの計計測測がが可可能能ででああるるここととをを確確認認しし

たた。。  

○○関関連連特特許許のの情情報報  

特特開開 22000077--331155881188  画画像像処処理理にによよるる微微小小高高ささ計計測測方方法法  渡渡辺辺，，草草野野，，藤藤原原，，輿輿水水  

特特開開 22000077--332277882244  端端子子リリーードド検検査査方方法法  渡渡辺辺，，草草野野，，藤藤原原，，輿輿水水  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

     
図図 11  単単眼眼スステテレレオオモモデデルル                                          図図 22  リリーードド計計測測状状況況 
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研研究究内内容容：：    

【【研研究究テテーーママ】】  

定定住住的的なな人人口口のの密密度度・・規規模模がが小小ささいい地地域域ななどど，，都都市市的的なな生生活活利利便便性性がが必必ずずししもも良良いいととはは言言ええなないい地地域域ににおおいいてて，，どど

ののよよううにに生生活活空空間間をを計計画画ししてていいくくかか探探求求すするるここととがが，，当当研研究究室室のの研研究究活活動動をを通通貫貫すするる課課題題ででああるる。。現現在在はは縮縮退退すするる社社

会会情情勢勢ののななかか，，住住居居をを中中心心ととししたた生生活活活活動動やや地地域域ココミミュュニニテティィ等等，，ここれれままででのの地地域域構構造造のの仕仕組組みみにに歪歪がが生生じじてておおりり，，そそ

れれををどどうう立立てて直直ししてていいくくかかがが課課題題ととななっってていいるる。。生生活活行行動動のの実実態態解解明明とと施施設設配配置置のの計計画画、、住住民民主主体体にによよるるままちちづづくくりりとといい

っったた地地域域ススケケーールルででのの生生活活空空間間計計画画のの側側面面かからら，，地地域域再再生生へへのの問問題題解解決決にに取取りり組組んんででいいくくここととをを目目指指ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

地域特性に基づいた生活空間の計画 

 

氏氏名名：：      菊菊池池  義義浩浩／／KKIIKKUUCCHHII  YYoosshhiihhiirroo  EE--mmaaiill：：  kkiikkuucchhiiyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，農農村村計計画画学学会会，，日日本本都都市市計計画画学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築学学  

キキーーワワーードド：：  農農村村計計画画，，都都市市計計画画，，復復興興計計画画  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・住住民民参参加加にによよるるままちちづづくくりりのの実実践践支支援援  

・・地地域域計計画画にに関関わわるる各各種種調調査査とと計計画画作作成成  

 

【【研研究究内内容容】】  

■■  住住民民主主体体にによよるる震震災災復復興興活活動動ととそそのの展展開開  

東東日日本本大大震震災災かからら 1100 年年以以上上がが経経過過しし，，住住宅宅おおよよびび施施設設建建

設設ななどどのの復復興興事事業業はは概概ねね完完了了ししたた。。ししかかしし，，地地域域ののココミミュュニニテテ

ィィやや産産業業をを含含めめたた「「ままちち」」ととししててのの復復興興はは継継続続ししてておおりり，，そそのの先先

ののままちちづづくくりり今今後後もも継継続続ししてていいくく。。自自分分たたちちのの地地域域のの再再生生にに向向

けけてて自自発発的的にに取取りり組組んんででいいるる住住民民組組織織のの活活動動にに着着目目しし，，災災害害

復復興興のの理理論論・・方方法法をを探探るるととととももにに，，集集落落ののレレジジリリエエンンススにに着着目目

ししたた減減災災のの計計画画手手法法ににつついいてて研研究究ししてていいるる。。  

図図 11 はは「「第第 33 回回山山元元町町浜浜通通りり復復興興ままちちづづくくりりワワーーククシショョッッププ」」

でで，，参参加加ししたた住住民民かからら挙挙げげらられれたた意意見見をを地地図図上上にに示示ししたたもものの。。  

  

■ 地地域域資資源源にに基基づづくくままちちづづくくりり  

日日本本はは多多様様なな自自然然にに恵恵ままれれてていいるる。。人人々々ははそそのの環環境境にに働働きき

かかけけななががらら土土地地々々々々のの生生活活文文化化をを育育みみ，，集集住住すするる生生活活空空間間をを

形形成成ししててききたた。。歴歴史史的的なな市市街街地地やや農農村村集集落落のの景景観観ににはは，，地地域域

のの自自然然資資源源おおよよびび社社会会資資源源がが反反映映さされれてていいるるとと捉捉ええるるここととがが

ででるる。。ここののよよううなな地地域域資資源源をを読読みみ解解きき，，ままたた，，今今後後ののままちちづづくくりり

にに活活かかすす方方法法ににつついいてて探探求求ししてていいるる。。  

城城崎崎温温泉泉街街（（図図 22））はは町町のの中中心心をを大大谿谿川川がが流流れれてておおりり，，木木造造

33 階階建建ててのの旅旅館館がが立立ちち並並ぶぶ景景観観がが特特徴徴。。77 つつのの共共同同浴浴場場（（外外

湯湯））はは，，人人々々ががままちちをを回回遊遊すするる空空間間的的なな装装置置ととななっってていいるる。。  

図図１１．．ココミミュュニニテティィ再再生生にに向向けけたた活活動動とと提提案案  

図図２２．．城城崎崎温温泉泉ののままちちななみみ  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

機
械
工
学

工

学
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